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高性能充てんカラム用ガードカラム

高速液体クロマトグラフ用

GIST/GISS/GIS/GWS (G)シリーズ
Shim-pack

取 扱 説 明 書

はじめに

このガードカラムはインジェクターと分析カラムの間に取

り付け、サンプルや移動相中の汚れから分析カラムを保護す

るために使用します。

カートリッジ方式を用いているため、取付け・交換も簡単

に行えます。

本取扱説明書を良くお読みの上、正しく使用してください。

ご使用にあたって

カラムの外観、梱包等に異常がないかを確認してください。

製品名、カラムサイズ、個数、P/N等に誤りはないかを確

認してください。

カラムの取り付け

ガードカラムの矢印方向を確認の上、ガードカラムをホル

ダーに入れ、手締めでホルダーを強く締め付けてください。

（締め付けが弱い場合、スパナ掛けで軽く増し締めを行って

ください。）

接続位置は下図のようにインジェクターと分析カラムの間

になります。

接続には、分析カラム用以外に、別途メイルナットが必要

です。接続の際には、余分な空隙が生じないように気を付け

てください。なお、PEEK製メイルナットは下記の製品名、

製品番号で入手できます。

またガードカラムと分析カラムを接続する配管は内径

0.25mm、長さ5cm以下にしてください。

分析カラムを取り付ける前にガードカラム内部の空気を取

り除くために移動相を流速1 – 2mL/minで5mL程度流してくだ

さい。

その後分析カラムを取り付けて従来通り分析を行ってくだ

さい。

テクニカルサポート

本製品は厳しい品質管理のもとで製造、検査、包装、出荷

されておりますが、万一不具合がございましたら、下記の窓

口までご連絡ください。

ただし、寿命に関する内容、および前記取り扱い注意事項

に 従わ ない で使 用し て 劣 化 し た もの に つ きま し

ては、保証いたしかねます。

注 記 増し締めは90°～180°の間で行ってください。

※ 外観および仕様は改良のため、予告なく変更することがありますのでご了承ください。
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品名 P/N 備考

メイルナットPEEK 228-18565-84 5個入り
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